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  センター試験が終わりました．今回はその問題から 

ピックアップしてみたいと思います． 

 

【数学ⅠA 集合と論理】 

 

 

 

 

 

 

 

  数学Ⅰ・Aの第 1問の集合の問題は，４つの集合の関 

係が取り上げられています． 

集合が３つだと，ベン図によって視覚化されますが， 

４つだとそれができません． 

なので，全体のイメージがつかみづらいかもしれません． 

私は，集合が４つの場合は，次のような図を用います． 

 確か，今年度の夏に進学支援ネッワークでもこの図の 

話しをしたような気がします． 

この図において，Ｐ∩Ｒは，⑤⑥⑦⑧のセルだし 

Ｐ∩Ｓは➁③⑥⑦，Ｑ∩Ｒは⑤⑥⑨⑩ などとすぐイメ 

ージできます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    さて，ｎは 26から 35までの数なので，上の表 

に，適するように数を入れていきましょう． 

 

 

 

 

 

 

 

 

これさえ作ればどんな問題もどんとこいです． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図から，空集合であるところは⓪と④とすぐわか 

   りますね． 

 

 

 

 

 

 

 

 

これも，例えば，Ｐ∪Ｒは上にあげた図の①～⑫ 

   であることなどを考えていけば，該当するのは（解 

答の）①と④であることは一目瞭然です． 

 

 

＜例＞ 問題文の選択肢④の場合 

 

 

 

 

 

 

 

黄色セルが R̅ ∩ S̅  打点部分がQ̅  ∴ R̅ ∩ S̅⊂Q̅ 

 

私は，担任をしていたとき，上にあげた図を，夏 

休みの課題提出一覧に使っていました． 

例えば，数学・英語・国語の課題と，読書感想文 

の提出状況について，各セルに，生徒の名前の書い 

たマグネットシートをペタペタ貼って提出するた 

びに，それを適する場所に移動させていました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このようなことを，小学校からやっていれば，集 

合の考え方が身に着くかもしれません． 

 ここで用いた図を，カルノー図（熱力学で用いる 

図）と私は呼んでいますが，正式には何と呼ばれて 

いるかはわかりません． 

 もし集合が５つなら下図のような表になります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学ⅡB 微積分】 

 先日，平舘高校の藤澤先生から，こんなメール 

が来ましたので紹介します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１／６公式」を使う部分と，三角形の部分に分 

割することで，定積分の計算を経由せずに答えだ  

けショートカットでゲットできます． 

それは，センター試験の作題としていかがな 

ものかという問題提起です． 

 私は，これまで，このようなセンター試験の作 

題を、「メタ認知」「アブダクション」「ヒューリ 

スティック」などの言葉まで動員しながら，弁護

し  してきましたが，こうも続くともう面倒見切れま 

せんね． 

 

第 21号 
 
発行責任者 

盛岡第三高等学校 

下町壽男 

How do you solve ?  

How do you teach ?  

センター試験トピックス 

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

28 32

30

35
26,27,29

31,33,34

S

P

R

Q

28 32

30

35
26,27,29

31,33,34

S

P

R

Q

国語

英
語 感

想
文

数学


